
　
山
の
斜
面
に
積
み
重
な
る
緑
の
幾
何
学
模

様
。
そ
の
先
に
広
が
る
青
い
海
。
石
川
県
能

登
半
島
に
あ
る
棚
田
、
白
米
千
枚
田
は
ま
さ

に
絶
景
だ
。

　
こ
の
棚
田
の
よ
う
に
、
山
や
森
林
な
ど
に

人
が
手
を
加
え
な
が
ら
自
然
と
共
生
し
て
き

た
地
域
を
〝
里
山
〞
と
呼
ぶ
。
近
代
化
が
進

む
中
で
も
地
域
ぐ
る
み
で
里
山
を
守
り
続
け

た
能
登
の
人
々
。
２
０
１
１
年
に
は
、
そ
の

伝
統
的
な
農
業
の
保
全
・
継
承
に
向
け
て
、

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら
世
界

農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
に
認
定
さ
れ
た
。

　
し
か
し
今
、
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。「
若
者
が
職
を
求
め
て
都
市
部
に
移
住
し
、

過
疎
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
集
落
の

維
持
が
難
し
い
地
域
す
ら
あ
り
ま
す
」。
そ
う

話
す
の
は
、
国
立
大
学
法
人
金
沢
大
学
里
山

里
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
代
表
、
中
村
浩

二
特
任
教
授
。
こ
の
ま
ま
で
は
人
口
は
減
る

一
方
、
能
登
の
里
山
を
守
る
人
も
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
―
。
こ
の
危
機
を
打
開
し
よ
う
と

07
年
に
金
沢
大
学
が
立
ち
上
げ
た
の
が
、
能

登
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
※
だ
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
里
山
を
守
る
人

材
を
育
て
る
こ
と
。
１
年
間
、
隔
週
土
曜
日

に
森
林
の
管
理
方
法
や
環
境
配
慮
型
農
法
、

農
産
品
の
販
売
促
進
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。

「
能
登
の
美
し
い
里
山
を
守
り
た
い
」
と
、
参

加
者
は
能
登
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
農
家
を
は
じ
め
、

会
社
員
や
行
政
官
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
主
婦
な

ど
84
人
が
修
了
。
能
登
の
荒
廃
地
に
ク
ヌ
ギ

を
植
林
し
て
炭
を
生
産
し
た
り
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
お
菓
子
販
売
を
始
め
た
り
と
、

地
域
を
盛
り
上
げ
る
新
た
な
担
い
手
が
育
ち

つ
つ
あ
る
。

　
能
登
だ
け
で
は
な
い
。
05
年
に
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ

Ｓ
に
登
録
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
、
イ
フ

ガ
オ
州
の
里
山
で
も
、
同
様
の
こ
と
が
起
き

て
い
た
。
中
村
教
授
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
の

研
究
者
が
旧
知
の
仲
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

現
地
で
イ
フ
ガ
オ
の
現
状
を
話
し
合
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
時
の
こ
と
。
地
元
の

町
長
が
こ
う
訴
え
た
の
だ
。「
過
疎
化
が
進

み
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
棚
田
が
増
え
た
た
め
、

先
人
が
守
り
続
け
て
き
た
美
し
い
景
観
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」。
そ
れ
は
能
登
が
直

面
し
て
き
た
課
題
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　
能
登
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
培
っ
た
知
見
を
、
イ
フ
ガ
オ
で
生
か
せ
な

い
だ
ろ
う
か
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協

力
事
業
を
通
じ
て
、
金
沢
大
学
の
挑
戦
が
始

ま
っ
た
。

　
中
村
教
授
ら
が
着
手
し
た
の
は
、「
イ
フ

ガ
オ
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
」
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
設
立
。
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
イ
フ
ガ
オ
州
大

学
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
、
自
治
体
で
構
成
す

る
「
イ
フ
ガ
オ
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
持
続
発
展
協
議

会
」
だ
。

　
ま
ず
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
か
ら
。

講
義
と
実
習
の
組
み
立
て
、
農
業
や
養
殖
、

政
策
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
の
手
配
、

卒
業
課
題
の
進
め
方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
を
務
め
る
地
元

の
教
員
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
現
地

に
即
し
た
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
」
と
中
村
教
授
は
話
す
。

　
こ
の
よ
う
に
約
２
カ
月
間
、
協
議
会
の
メ

ン
バ
ー
と
議
論
を
重
ね
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

完
成
。
今
年
２
月
に
は
受
講
生
の
募
集
を
開

始
し
、
約
60
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
第
１
期

生
20
人
を
迎
え
た
。
月
２
回
、
１
泊
２
日
の

日
程
で
１
年
間
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
年
代

は
20
〜
40
代
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
が
集

ま
っ
た
。
地
元
の
農
家
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
・
ラ

ン
ナ
オ
さ
ん
は
、「
ど
う
し
た
ら
村
の
み
ん

な
が
豊
か
に
な
れ
る
の
か
学
び
た
い
」
と
意

気
込
む
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
と
に
か
く
〝
考

え
る
時
間
〞
を
受
講
生
に
与
え
る
。「
棚
田

を
荒
ら
す
外
来
種
の
ミ
ミ
ズ
を
ど
う
駆
除
す

る
か
」「
観
光
客
を
呼
び
込
む
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
」「
棚
田
で
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖

は
で
き
る
か
」
…
。
受
講
生
自
身
が
挑
戦
し

た
い
取
り
組
み
を
決
め
て
、
ど
う
す
れ
ば
実

現
で
き
る
の
か
、
全
員
で
話
し
合
う
よ
う
に

し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
学
び
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
自
ら
の
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
す

能
登
の
経
験
を

イ
フ
ガ
オ
へ

次
世
代
を
担
う

人
材
を
育
て
る

る
力
が
身
に
付
く
。

　「
受
講
生
の
熱
意
に
は
感
心
し
ま
す
。
伝
統

的
な
農
業
を
守
り
な
が
ら
地
域
を
発
展
さ
せ

た
い
と
、
家
か
ら
８
時
間
か
け
て
通
っ
て
い

る
人
も
い
る
ん
で
す
よ
」。
中
村
教
授
は
、
彼

ら
に
成
長
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
よ
う
。

受
講
生
の
一
人
、
環
境
保
全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
取
り
組
ん
で
き
た
イ
ン
フ
マ
ン
・
レ
イ

ノ
ス
・
ジ
ョ
シ
ョ
ス
さ
ん
は
、「
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
の
学
び
を
棚
田
の
保
全
に
生
か
し
、

周
り
の
人
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
る
。

　
９
月
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
能

登
で
研
修
を
行
う
予
定
。
イ
フ
ガ
オ
と
能
登

の
若
者
た
ち
が
交
流
し
、
里
山
と
農
業
の
未

来
を
語
り
合
う
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
が
生

ま
れ
る
は
ず
―
。
世
界
農
業
遺
産
を
共
に
守

る
た
め
、
国
境
を
超
え
た
連
携
が
生
ま
れ
て

い
る
。

1,004枚の田が積み
重なる白米千枚田

農村の活性化について受講生と意見交換する中村教授（左奥）。
同じ志を持つ受講生の間でネットワークができれば大きな力になる

金沢大学
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

SATOYAMAを誇りに
過疎化が進む能登半島の里山を守るため、

人材育成を進めてきた国立大学法人金沢大学。
その経験を生かしてタッグを組んだのは、

同じ課題に直面するフィリピン北部のイフガオ州だ。

「イフガオ里山マイスター」
養成プログラムの開講式

イフガオ州バナウエ郡の棚田。同州内にある5つの棚田は2000年以上の
耕作の歴史があるといわれ、95年にユネスコの世界遺産にも登録された

イフガオ州マユヤオ郡の棚田での実習の様子。棚田を荒らす外来種を駆除
する方法や、ドジョウの養殖の可能性などを話し合った

フィリピン
イフガオ州

※2012年からは「能登里山里海マイスター育成プログラム」に変更。

国立大学法人

し
ろ
よ
ね
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